
家
の
下
方へ
の
相
対
化
（
分
離）
と
上
方

へ
の
相
対
化
（
統
合）
と
い
う
二
つ
の
動

き
を
多
種
多
様
な
具
体
的
実
態
に
則
し

て 、
理
論
的
観
点
（
社
会
統
合
論
と
国
際
統

合
論）
か
ら
比
較
検
討
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る 。
ぞ
れ
は 、
分
離
と
統
合
が
ト

レ
ー
ド
・

オ
フ
関
係
で
は
な
く 、
む
し
ろ

微
妙
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
を 、

理
論
的
か
つ
実
証
的
に
検
証
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る 。

具
体
的
に
は 、
本宮〈
編者によ
る総括

的
序
論、
お
よ
び一
四
編
の
論
稿
か
ら
構成

さ
れ
て
い
る〉
に
お
い
て
は 、
①
国
際
統

合
論
・

社
会
統
合
論
の
サ
ー

ベ
イ 、
お
よ

び
そ
の
原
論
的
考
察 、
②
欧
州
共
同
体 、

A
S
E
A
N 、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
地
域
主
義
の
概
観 、
③
北
米 、
東
欧 、

東南
ア

ジ
ア 、
南
ア

ジ
ア 、
中
東 、
ア
フ

リ
カ 、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
分
離
と
統

合
の
諸
相
の
ケ
！

ス
・

ス
タ
デ
ィ 、
と
い

う
三
つ
の
作
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る 。

モグラ叩きゲlム

「
モ
グ
ラ
叩
き
ゲ
l

ム
」
に
勝
つ
秘
訣

は 、
モ
グ
ラ
の
動
き
に
翻
弄
さ
れ
る
と
と

な
く
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
る
こ
と
で
あ

る 。
そ
の
意
味
で
は
本
容
の
出
版
は 、
時

宜
に
か
なっ
て
い
る 。
本
曹
は 、
エ
ス
ニ

ツ
ク
紛
争 、
労
働
移
民
問
題 、
E
C
市
場

統
合
問
題 、
民
族
対
立
等 、
今
日
の
国
際

社
会
に
お
い
て
同
時
多
発
的
に
噴
出
し 、

き
わ
め
て
観
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
諸

問
題
の
理
解
に
不
可
欠
な
基
本
的
視
座
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る 。
本
容
は 、
情
報

過
多
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
読
者
に
対
し

て 、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提

示
す
る
も
の
で
あ
る 。

残
さ
れ
た
課
題
は 、
本
書
が
読
者
と
し

宇
沢
弘
文
著

汲山
本
合
月
仰
眺

好
川
｜
基
礎
篇

。哩閥均
、
v
a
a
目tr
』
a
1

将
来
経
済
混
論
の
研
究
を
志
す
人
々 、
あ
る
い
は
先
端
的
な
理
論

り
研
究
の
源
流
を
探
り

た
い
と
思
う
人
々

の
た
め
に 、
経
済
解
析
の

肝
基
礎
的
事
項
と
分
析
方
法
を
解
説
し
た

。
永
年
の
研
究
の
う
え
に

切
立
っ

て
体
系
化
を
試
み
た
「

宇
沢
経
済
学」
の
展
開
で
あ
り 、
引

代
経
済
学
の
其
髄
を
提
示
。

B
5
判上
慰
問 一れ・
定
価一
三
0
0
0
円

て
想
定
し
て
い
な
い
人
々
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
う
る
か
と
い

う
問
題
で
あ
る 。
ぞ
れ
は 、
国
際
政
治

東欧の
評者・中嶋
嶺
雄
（
東
京
外
悶
諸
大
学
教
授）

伊Z
藤 ・ ：

ブ ：
憲 レージ．
訳 ン

ス
キ・

著！

「
学」
の
存
在
意
義
を
問
う
も
の
で
あ

る 。
評
者
が
そ
の
任
に
な
い
と
と
は
い
う

ま
で
も
な
い 。

幻UH7グQ

O

擦な
右
投

一
大、
失4

『
大
い
な
る
失
敗』

－－m
世紀に
お
け
る
共産主義の
誕生と
終長
｜｜

「
脱
共
産
主
義
現
象」
を
予
見

本
宮
は 、
東
欧
諸
国
の
「

脱
共
産
主
義

現
象」
（
本
留
三
三
五円 l
以
下）
が
ま
さ
に

現
実
化
し
つ
つ
あ
っ
た
時
点
で
邦
訳
刊
行

さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
も 、
ま
こ
と
に
時

宜
に
適っ
た
も
の
で
あ
る 。

し
か
も
著
者
は 、
長
年コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
の
共
産
主
義
問
題
研
究
所
教
授
の
任
に

「
豊
か
な

社
会」
の

貧
し
き

宇
沢
弘
文
著

〈
切
か
な
H
本
〉
の
病
N－

と
そ
の
似
ほ
に
あ
る
州

鋭
的
な
経
済
学
の
功
卯

を
摘
出
す
る。

B
6
判・
定
価
一

六
O
O
同

〈好評既刊〉

飛鳥新社
l割）（）円（税込み〉

N
Z四
三
2、
∞
a
g
Zω
E
一
九
二
八
年
ポ

ロ
l

ラ
ン
ド
生
ま
れ ・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学教団間
を

軒
号 、
米
カ
｜

タ
l

患
の
国
家安
全

保障問

ロ

題
担
当
大
統
領
術
佐
官
を
つ
と
め
た ・
中国
・

ソ
迎
研
究
の
梅
戚
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る ・

あ
り 、
ヵ
l

タ
l

政
権
下
で
大
統
領
特
別

補
佐
官
も
っ
と
め
た
「

戦
略
思
想
家」

jl正区 梅
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ハ
訳
者
あ
と
が
き）
と
し
て 、
へ
ン
リ
1
・

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

と
と
も
に
世
界
に
知
ち

れ
た
存
在
で
あ
る 。
本
書
が
ベ
ス
ト

セ
ラ

ー
と
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
ゆ
え

ん
で
あ
ろ
う 。

著
者
は
こ
れ
ま
で
に
も 、
ポ
ー

ラ
ン
ド

系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
寸

反
共」
の
立

場
か
ら 、
共
産
聞
に
関
す
る
数
多
く
の
業

絹
を
残
し
て
い
る
が 、
「

共
産
主
義
は 、

ソ
連
で
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
し 、
東
欧

で
拒
絶
さ
れ 、
中
国
で一
段
と
商
業
化
の

道
を
歩
ん
だ
と
と
に
よっ
て 、
世
界
中
で

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し
て
の
信
頼
性
を
失っ

て
し
ま
っ
た」
（
二
五
二
作）
と
い
う
指
摘

な
ど
は 、
本
曹
の
と
く
に
前
半
部
分
で
光

っ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
・

レ
l

ニ
ン
主
義
や

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
へ
の
批
判
的
考
察
と
と

も
に 、
著
者
に
し
て
は
じ
め
て
成
し
得
る

説
得
力
を
もっ
て
い
る 。

乙
の
よ
う
な
本
書
は 、
著
者
積
年
の一

貫
し
た
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て
お
り 、

今
日
の
社
会
主
義
世
界
の
変
貌
に
照
ら
し

て 、
著
者
の
立
論
の
根
拠
を
読
者
は
十
分

に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る 。

そ
れ
に
し
て
も 、
本
書
は
そ
の
刊
行
が

早
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か 。
「

本
書
は一

九
八
六
年
に
構
想
を
練
り
は
じ
め 、
八
八

年
夏
に
完
成
を
み
た
」〈
五円 1）
と
い
う

が 、
一
九
八
九
年
の
中
国
天
安
門
事
件
と

同
年
後
半
以
降
の
東
欧
の
激
動
は 、
著
者

の
予
想
を
も
上
回
る
も
の
で
あ
り 、
現
実

の
進
展
の
ま
え
に 、
本
曹
の
著
述
が
も
は

や
ア
ウ
ト・

オ
ブ・
デ
イ
ト
に
なっ
て
い

る
個
所
が
多
い 。
東
欧
の
「

脱
共
産
主
義

化
」
を
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
お

い
て
見
通
し
て
い
る
点
は
さ
す
が
で
あ
る

が 、
著
者
の
予
測
ハ
第
二
図
書恥
と
三
二
九

州 l
の
表〉
を
超
え
て
そ
れ
は
東
欧
全
土
に

ま
で
及
ん
で
し
ま
っ
た 。
鮮烈にして陳腐

と
く
に
本
書
の
重
要
部
分
を
形
成
し
て

い
る
中
国
に
闘
し
て
は 、
著
者
が
組
紫
陽

経
済
戦
略
が
提
起
さ
れ
た一
九
八
七
年
秋

の
中
国
共
産
党
第一
三
回
大
会
前
後
の
時

点
で
の
評
価
に
依っ
て
い
る
た
め
に 、
昨

年
春
以
来
の
民
主
化
運
動
の
高
揚
と
あ
の

天
安
門
事
件
の
悲
劇 、
そ
し
て
今
日
の
恐

怖
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
再
強
化
と
い

う
現
実
に
照
ら
せ
ば 、
著
者
の
見
方
が
い

か
に
甘
か
っ

た
か
が
歴
然
と
す
る 。
も
と

よ
り
著
者
も
当
面
の
中
圏
内
政
の
問
題
点

を
指
摘
し
て
お
り
（
二
二
七
作
以
下〉 、

「
中
国
が
政
治
的
緊
張
に
さ
ち
さ
れ
る
と

と
は 、
避
け
難
い
と
思
うL
（一二
三
二円 1）

と
も
述べ
て
は
い
る
も
の
の 、
全
体
の
ト

ー
ン
は
「

郡
小
平
の
確
固
た
る
権
力
の
も

と
で 、
中
国
指
導
部
は
改
革
を
推
進
す
る

乙
と
が
で
き
た
」（
ニ
四
二
行）
と
言
う
表

現
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る 。

多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
者
や
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
戦
略
家

同
様
に 、
総
じ
て
中
国
の
改
革
を
成
功
だ

と
早
と
ち
り
で
み
な
し 、
そ
の
分 、
ソ
連

は
失
敗
だ
と
速
断
し
て
「

教
義
上
も
実
践

上
も 、
中
国
は
社
会
改
革
と
近
代
化
の
両

面
で
ソ
連
に
先
ん
じ
て
い
た 。
・・・・

ゴ
ル

バ
チ
ョ

フ
の
ス
ピ
ー

チ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
迫
力
に
欠
け
て
お
り
」
等
々
と
述

べ 、
今
日
の
中
国
や
ソ
連
の
現
状
に
照
ら

評
者
・
磁
国
爆
（
立
教大
学
教
綬）

戸
張

東
失
著

『台湾の改革派』

せ
ば
納
得
で
き
な
い
表
現
が
多
い 。
む
し

ろ 、
中
国
に
つ
い
て
も
共
産
党
支
配
下
の

社
会
主
義
で
は
成
功
し
な
い
の
だ
と
，

中

国
の
呪
縛’
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
た

ら 、
著
者
の
立
場
は
よ
り一
貫
し
た
で
あ

ろ
う
し 、
事
態
を
正
し
く
見
通
せ
た
の
で

は
な
い
か 。

総
じ
て
本
宮
が
大
き
な
吸
引
力
を
もっ

て
読
者
を
は
な
さ
な
い
鮮
烈
な
著
に
し
て

ま
た
同
時
に
陳
腐
な
宮
で
も
あ
る
と
い
う

逆
説
は 、
と
の
あ
た
り
に
求
め
ち
れ
よ

、つ 。

転
換
期・
台
湾の
問題
点
を
浮き
彫
り

著
者
の
戸
張
東
夫
と
い
え
ば 、
香
港
に

駐
在
（一
九
八
三
J

八
八
年）
し
た
中
国
語

に
堪
能
な
読
売
新
聞
の
記
者 。
個
性
的

で 、
中
国
大
陸 、
香
港 、
台
湾
の
問
題
を

有
機
的
な
連
関
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
の

で
き
る
珍
し
い
臼
本
人
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
人
物
だ 。

か
ね
て
か
ら 、
評
者
は 、
香
港
出
版
の

と
ば
り
は
る
お
一
九
三
八
年生
ま
れ ．

劃
東京
外
国間聞
大
学卒
業
後 、
読
売
新
聞
東京
本

宮崎
祉
に
入
社 。
ニ固
に
わ
た
り
香
港
特
派
員
を
つ

ー
とめ、
現在は解説郎次長．

中
国
語
雑
誌
で 、
氏
の
論
述
な
か
ん
ず
く

台
湾
関
係
の
も
の
を
読
ま
せ
て
頂
い
て
い

た 。
商
来 、
そ
れ
ら
の
論
述
を
整
理 、
日

本
文
に
訳
編
し
て
出
版
し
た
ら 、
日
本
人
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